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秋
の
「
叙
勲
」「
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
」
―
栄
誉
に
喜
び
の
声顕

著
な
功
績
を
挙
げ
た
人
な
ど
に
贈
ら
れ
る

秋
の
叙
勲
と
、
警
察
官
な
ど
危
険
な
職
務
に
長

年
従
事
し
た
人
に
贈
ら
れ
る
危
険
業
務
従
事
者

叙
勲
の
受
章
者
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
か

ら
は
、
合
わ
せ
て
７
人
が
そ
の
栄
誉
に
輝
き
ま

し
た
。
受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

叙
勲

瑞
宝
単
光
章

（
消
防
功
労
）

青
木

哲
さ
と
し

さ
ん(

82)

＝
水
沢
佐
倉
河
字
中
田
＝

　昭和 43 年に水沢市消防団に入

団し、平成９年から８年間水沢

市消防団分団長を務められまし

た。「地域の協力がなければ活動

ができなかった」と感謝の気持

ちを語ります。

　昭和 39 年に仙台中央郵便局に

採用され、平成 16 年に横浜港郵

便局長で退官。郵政民営化の流

れの中、「熱
ねっ

誠
せい

」を信条に、職場

改善や「お客さま第一」の意識

改革に力を注がれました。

瑞
宝
双
光
章

（
消
防
功
労
）

千
田

忠
男
さ

ん(

71)

＝
前
沢
古
城
字
比
良
＝

　「地域の役に立てる仕事を」と

昭和 46 年、胆沢地区消防組合の

消防士となり、消防司令長水沢

消防署長で退職。訓練礼式に力

を注ぎ、職員だけではなく消防

団の指導にも当たりました。

瑞
宝
双
光
章

（
消
防
功
労
）

高
橋

洋
さ

ん(

69)

＝
前
沢
白
山
字
清
水
畑
＝

　昭和 46 年に胆沢地区消防組合

の消防士となり、消防次長兼総

務課長で平成 24 年に退職。「消

防は一人では目的を達成できな

い。チームワークが一番大切」

と語ります。

旭
日
小
綬
章

（
産
業
振
興
功
労
）

千
葉

龍
二
郎
さ

ん(

77)

＝
水
沢
字
日
高
小
路
＝

　千葉建設の代表取締役社長を務

めながら、平成 19 年に水沢商工会

議所会頭に就任。２商工会議所２

商工会の合併に貢献され、奥州商

工会議所発足後は初代会頭として、

地域経済の発展に尽力されました。

旭
日
双
光
章

（
生
活
衛
生
功
労
）

坂さ
か

忠
昭
さ

ん(

70)

＝
水
沢
北
栗
林
＝

　銀座の中華料理店で修業し、

25 歳で銀座飯店を開業。平成 26

年～今年６月には全国中華料理

生活衛生同業組合連合会副会長

を務められました。「人の支えで

やってこれた」と感謝します。

瑞
宝
小
綬
章

（
郵
政
事
業
功
労
）

佐
藤

公
男
さ

ん(

76)

＝
水
沢
字
桜
屋
敷
＝

瑞
宝
単
光
章

（
調
停
委
員
功
労
）

石
川

信
子
さ

ん(

72)

＝
水
沢
字
森
下
＝

　平成 14 年から 18 年間、調停

委員を務められました。「主張す

る原因や背景を理解し、正確に

相手方に伝えること」を心掛け、

事案解決に尽力。「多くの人の支

えのおかげ」と感謝します。

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

参
加
者
募
集
！

市
で
は
、
学
校
の
教
育
活
動

に
地
域
の
皆
さ
ん
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
、
学
校

や
子
ど
も
た
ち
を
支
え
る
「
学

校
支
援
地
域
本
部
事
業
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
約
１
５
０
人
を
超
え

る
人
が
、こ
の
活
動
に
参
加
し
、

子
ど
も
た
ち
の
学
校
生
活
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
特
別
な

資
格
は
必
要
な
く
、「
子
ど
も

た
ち
の
役
に
立
ち
た
い
」
と
い

う
思
い
が
あ
れ
ば
、
誰
で
も
参

加
で
き
ま
す
。
ま
た
、
毎
回
参

加
す
る
必
要
は
な
く
、
仕
事
を

し
て
い
る
人
で
も
お
休
み
の
時

な
ど
、
時
間
が
あ
る
時
に
参
加

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成

長
を
願
い
、
未
来
の
地
域
を
担
う

子
ど
も
た
ち
を
支
え
る
活
動
に
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

ど
ん
な
活
動
を
す
る
の
？

▽
授
業
の
補
助
（
家
庭
科
、
調
理

実
習
、
習
字
な
ど
）

▽
校
外
活
動
の
見
守
り
（
社
会
科

見
学
、
自
転
車
教
室
、
マ
ラ
ソ
ン

大
会
な
ど
）

▽
図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
読
み
聞

か
せ
、
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
（
大
型
紙

人
形
劇
）、
校
内
装
飾
作
成
な
ど
）

▽
新
入
生
下
校
見
守
り

※
学
校
に
よ
っ
て
活
動
内
容
が
異

な
り
ま
す

小
・
中
学
校
24
校
が
実
施

本
年
度
、
市
内
24
の
小
・
中
学

校
で
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

中
学
校
区
ご
と
に
「
本
部
」
と
い

う
組
織
を
作
り
、
地
域
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

〇
水
沢
中
、
水
沢
小
、
佐
倉
河
小

〇
東
水
沢
中
、
常
盤
小
、
羽
田
小

〇
水
沢
南
中
、
水
沢
南
小
、
真
城

　

小
、
姉
体
小
、
黒
石
小

〇
江
刺
一
中
、
岩
谷
堂
小
、
江
刺

　

愛
宕
小
、
田
原
小
、
大
田
代
小
、

　

稲
瀬
小

〇
前
沢
中
、
前
沢
小

〇
胆
沢
中
、
胆
沢
第
一
小
、
南
都

　

田
小
、
若
柳
小
、
胆
沢
愛
宕
小

■
申
し
込
み
方
法
＝
電
話
、
ま
た

は
申
込
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
）
を
メ
ー
ル
で
提
出

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
＝
本
庁

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
生
涯
学

習
係
（
江
刺
総
合
支
所
・
☎
34-

２
４
９
７
、
　

shousupo@city.

oshu.iwate.jp

）

あ
つ
ま
れ
！

　
　
　

学
校
の
応
援
団

～
地
域
で
育
て
よ
う
！
　

大
切
な
子
ど
も
た
ち
～

子どもたちと一緒に昔遊び 新入生下校見守り

季節の装飾作り 紙芝居の読み聞かせ

活動の流れ

コーディネーター

小・中学校ボランティア

▲
▲

▲

▲
▲

▲

▲ ▲ ▲ ▲

活動内容・
日時の連絡 連絡・調整

活動ができる
ときに参加！

▲活動の様子や申
請書はこちらから


